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注１）ここで示した代表種は、目標種を設定するための資料であり、具体的計画や事業では、対象地域の
生物調査を行う必要があります。

注２）出典では、これらの種を、①生態的指標種、②キーストーン種、③アンブレラ種、④象徴種、⑤危
急種としています。しかし、これらの呼称は一般の方がなじみにくいと考え、本書では、①生態的指標
種を指標種に、③アンブレラ種を上位種に、④象徴種を普及種に、⑤危急種を希少種に、呼称を変えて
います。なお、②キーストーン種は科学的な知見の不足から、選定が困難であると考えられたため、代
表種の区分には加えていません。

4-1　ビオトープタイプと代表種
今後、県内でビオトープの保全、復元、創出を推進していくためには、現状のビ

オトープの把握や、目標とするビオトープ、目標種の設定が容易であることが望ま

れます。

そこで、本プランでは、一般県民が感覚的に理解できることに留意しつつ、植生

や景観、土地利用などをもとに、ビオトープをタイプ区分し、さらに各ビオトープ

タイプ用語）を代表する種（代表種）を選定しました。ここで選定された代表種は、ビ

オトープの保全、復元、創出においては、目標種を設定する際の資料となります注１）。

代表種は、希少種、指標種、上位種、普及種に区分して選定しました。これは、「あ

る特徴を持つ種は、その種の保全を追求することによって、地域の生物多様性の保

全そのものに貢献するところが大きい（Noss,1990）」（出典：保全生態学入門－遺伝

子から景観まで、鷲谷いづみ・矢原徹一、1996）とする考えに基づいています注２）。

希少種：生息・生育場所の減少・劣化などにより、絶滅の危険が高まっている種。減

少が著しく分布域の縮小が明らかな種。レッドデータブック掲載種などが該

当する。

指標種：同様の生息・生育場所や環境条件を必要とする種群を代表する種。

上位種：生息場所の面積要求の大きい種。その種の生存を保障することでおのずから

多数の種の生存が確保される種で、生態系ピラミッド用語）の上位に位置する

高次消費者が該当する。

普及種：姿や声が美しいなどの魅力的な存在で、その種の生息・生育によって様々な

アピールが可能となる種。

次に、本計画におけるビオトープタイプと代表種を示します。なお、海域につい

ては、陸域に連続する浅海を対象とします。
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■ビオトープタイプ区分　　　　
景観タイプ ビオトープタイプ 植生等※

亜高山植生 亜高山植生 シコクシラベ群集
1,700ｍ以上 コメツガ群落

コメツツジ群落
ササ群落
ダケカンバ群落

山地植生 山地常緑針葉樹林 スズタケ－ブナ群団（スギ－ツガ群落）
1,000ｍ～1,700ｍ ウラジロモミ群落

アスナロ群落
ツガ－ハイノキ群集（ツガ群落）

山地落葉広葉樹林 スズタケ－ブナ群団
ミヤマクマワラビ－シオジ群集
クリ－ミズナラ群落
アカシデ－イヌシデ群落

山地低木林 ニシキウツギ－ノリウツギ群落
タラノキ－クマイチゴ群落

低地植生 低地落葉広葉樹林 アカマツ群落
1,000ｍ未満 （里山林） クロマツ群落

イワシデ群落
コナラ群落

低地常緑広葉樹林 サカキ－ウラジロガシ群集（アカガシ群落）
サカキ－コジイ群集（コジイ群集）
ホルトノキ群集
スダジイ群落
シイ・カシ萌芽林
シラカシ群集

低地低木林 河辺ヤナギ低木群落（キシツツジ群落）
伐採群落（ヌルデ群落）

海岸植生 海岸植生 クロマツ植林
ハママツナ－ハマサジ群落
砂丘植生（コウボウムギ群落）
ウバメガシ群落

人工林 人工林 スギ・ヒノキ植林（スギ植林）
カラマツ植林

竹林 竹林 モウソウチク林
草地 湿性草地 ヨシクラス（ヨシ群落）

ツルヨシ群集
乾性草地 ススキ群団（ススキ群落）

ススキ群団（チガヤ群落）
伐採跡地
路傍雑草群落（オオアレチノギク－ヨモギ群落）

水辺 河川（汽水域） 開放水域
河川（下流域） 　〃
河川（中流域） 　〃
河川（上流域） 　〃
小河川・水路 　〃
湖・沼・池 　〃
洲 自然裸地

海浜 礫浜・岩浜 －
砂浜 自然裸地
干潟 －
藻場 －

自然裸地 土の崖 ー
岩の崖 －

農地 畑・牧草地 畑地雑草群落
牧草地

水田・ハス田 水田雑草群落
果樹園・樹木畑 常緑果樹園

落葉果樹園
桑畑
茶畑
苗圃

市街地 緑の多い住宅地 緑の多い住宅地
市街地 市街地

工場地帯
造成地 造成地
公園など 牧草地（ゴルフ場を含む）

※植生等の区分は、自然環境保全基礎調査の植生調査（環境省）による。
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4-2　ビオトープの保全、復元、創出に向けた取り組み
県内各地で行われているビオトープの保全、復元、創出の代表的取り組みについ

て以下に整理します。

　■ビオトープの保全、復元、創出に向けた取り組み事例　　　　

主体 区分 場所等 概　　　要

保全 黒沢湿原
　県の天然記念物に指定されている湿原を維持するた
めの整備。安定した水供給を目的とした周辺人工林の
管理、アカマツ林の管理、湿地の植生管理、水位調節
のための堤防の整備などの実施。

脇町高速道路
のり面植栽

　高速道路のり面への、潜在自然植生の復元。県民参
加による苗木植栽の実施。

土成町宮川内谷川
　宮川内谷川本来の自然の復元と、人との交流を目指
した、近自然型工法による改修。ビオトープ公園の整
備、魚の移動を妨げる段差の解消、ワンドの整備等を
実施。

創出 徳島市マリンピア
沖洲ふるさとの森

　未来の子どもたちに豊かな自然を残すとともに、緑
の環境創造を目指した県民参加による「ふるさとの
木」による植樹祭を実施。約6,500ｍ2に、地域環境に
適した22種、約30,000本の苗木を植栽。

鴨島町江川
　全国名水百選の一つ江川の水源を守り、人と生き物
が共存できる昔の清流を取り戻すことを目標として、
清掃や草刈り、炭による水質浄化などの活動を地域住
民グループで実施。

三好郡増川谷
　地域の自然の豊かさを象徴するホタルの生息を守
り、併せて地域の活性化を図ることを目的として、河
川清掃や生活排水への配慮などの環境保全活動を地域
住民グループで実施。

美馬町三頭山
広葉樹植栽

　失われつつある里山を再生するために、人工林伐採
跡地に、アカマツ、コナラ、カエデ、ケヤキなどの自
生種の苗木を住民ボランティアにより植栽。

海部町トンボ公園
　徳島県版レッドデータブックで準絶滅危惧種に指定
されているハッチョウトンボの保護増殖を目指し、生
息地である湿田環境を復元整備。

市場町トンボの里
　トンボの生息環境を守り、子どもたちに自然や生き
物とのふれあい、虫捕りなどの様々な体験の場を提供
するなど、トンボを通して自然を見つめ直すことがで
きるトンボ池を復元。

創出 阿波町めだかの里
　地域の子どもたちが、自然や生き物と触れ合う場と
して、住民、企業、行政の協力で、小川、池、林を創
出。

学校 創出 昭和小学校
自然観察池

　校内の中庭を、自然とのふれあいの場やいこいの場
とすることを目指した池づくり。総合的な学習の時間
において、環境をテーマとした６年生が中心となって
実施。

県・市町村

県民・事業者

復元

保全

復元


